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初期パラメータ項目 値 

プリフィックス付きデータ転送フォーマット 禁止 

サフィックス付きデータ転送フォーマット 禁止 

ＡＩ（アプリケーション識別子）コード別プリフィックス・サフィックス － 

セパレートコード転送 禁止 

ＡＩ（アプリケーション識別子）コード削除 禁  止

小数点 追加 禁止 

日付データ編集 禁止 

データ編集１ 禁止 

（）転送 禁止 

ＦＮ１転送（ＲＳ２３２Ｃ，ＫＢ Ｉ／Ｆ，ＵＳＢ共通） 許可 

ＦＮ１置換（ＲＳ２３２Ｃ） GS(0x1d) 

ＦＮ１変換（ＫＢ Ｉ／Ｆ） 禁止 

ＦＮ１変換（ＵＳＢ） 禁止 

ＦＮ１置換（ＫＢ Ｉ／Ｆ，ＵＳＢ） CTRL ] 

数字バーコード － 

ＡＳＣＩＩコード表 － 
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●本メニューは、ＥＡＮ１２８のデータ編集機能専用です。 

本設定は、Ｉ／Ｆ 等の設定終了後に行ってください。 

 

●プリフィックス付きデータ転送フォーマット 

 「許可」を設定すると、読み取ったデータのＡＩ（アプリケーション識別子）コードの後にプリフィックス（１キャラ

クター）を付加してデータを転送します。 

 出力例  

         商品コード     販売期限 数量（可変） ロット番号 

011491234567890417030101301234101234567890123456          (網掛け部分は、ＡＩコード) 

↓  

01 ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 1491234567890417 ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 03010130 ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 123410 ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 1234567890123456 

 

 

         

  許可               *禁止 

 

注意：本設定を行った後、「ＡＩ（アプリケーション識別子）コード指定」も合わせて設定してください。 

 

 

●サフィックス付きデータ転送フォーマット 

 「許可」を設定すると、読み取ったデータの後（ＡＩコード毎）にサフィックス（１または２キャラクター）を付加し

てデータを転送します。 

 出力例 

         商品コード     販売期限 数量（可変） ロット番号 

011491234567890417030101301234101234567890123456          (網掛け部分は、ＡＩコード) 

    ↓ 

  0114912345678904 ｻﾌｨｯｸｽ 17030101 ｻﾌｨｯｸｽ 301234 ｻﾌｨｯｸｽ 101234567890123456 ｻﾌｨｯｸｽ 

 

 

         

許可             *禁止 

 

注意：本設定を行った後、「ＡＩ（アプリケーション識別子）コード指定」も合わせて設定してください。 
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●ＡＩ（アプリケーション識別子）コード別プリフィックス・サフィックス 

 １０種類のＡＩコードに各々プリフィックスまたはサフィックスを付加して転送します。 

「セットＡＩコードｘ」のバーコードをスキャンした後、プリフィックスまたはサフィックスを付加するＡＩコードを

「数字バーコード」からスキャンしてください。 

指定したいＡＩコードが４桁未満の場合は、「０」をスキャンして４桁を設定してください。 

その後、付加したい「セットプリフィックスｘ」，「セットサフィックスｘ－１」，「セットサフィックスｘ－２」をスキャ

ンして「数字バーコード」から４桁をスキャンしてください（例：CR →「1」「0」「1」「3」）。 

 出力例 

         商品コード    数量（可変） 

0114912345678904301234         (網掛け部分は、ＡＩコード) 

  ↓ 

  01 ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 114912345678904 ｻﾌｨｯｸｽ 1-1 30 ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 21234 ｻﾌｨｯｸｽ 2-1 ｻﾌｨｯｸｽ 2-2 

 

  設定した内容を削除したい場合、クリアｘｘｘを設定してください。 

 

              

セットＡＩコード１          クリアＡＩコード１ 

 

             

セットプリフィックス１             クリアプリフィックス１ 

 

             

セットサフィックス１－１            クリアサフィックス１－１ 

 

               

セットサフィックス１－２            クリアサフィックス１－２ 

 

              

セットＡＩコード２          クリアＡＩコード２ 

 

             

セットプリフィックス２              クリアプリフィックス２ 
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セットサフィックス２－１            クリアサフィックス２－１ 

 

        

セットサフィックス２－２            クリアサフィックス２－２ 

 

              

セットＡＩコード３         クリアＡＩコード３ 

 

             

セットプリフィックス３             クリアプリフィックス３ 

 

        

セットサフィックス３－１            クリアサフィックス３－１ 

 

        

セットサフィックス３－２            クリアサフィックス３－２ 

 

              

セットＡＩコード４         クリアＡＩコード４ 

 

             

セットプリフィックス４             クリアプリフィックス４ 

 

        

セットサフィックス４－１            クリアサフィックス４－１ 

 

        

セットサフィックス４－２            クリアサフィックス４－２ 
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セットＡＩコード５         クリアＡＩコード５ 

 

             

セットプリフィックス５             クリアプリフィックス５ 

 

        

セットサフィックス５－１            クリアサフィックス５－１ 

 

        

セットサフィックス５－２            クリアサフィックス５－２ 

 

              

セットＡＩコード６        クリアＡＩコード６ 

 

        

セットプリフィックス６              クリアプリフィックス６ 

 

        

セットサフィックス６－１            クリアサフィックス６－１ 

 

        

セットサフィックス６－２            クリアサフィックス６－２ 

 

              

セットＡＩコード７        クリアＡＩコード７ 

 

        

セットプリフィックス７              クリアプリフィックス７ 
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セットサフィックス７－１            クリアサフィックス７－１ 

 

        

セットサフィックス７－２            クリアサフィックス７－２ 

 

              

セットＡＩコード８        クリアＡＩコード８ 

 

        

セットプリフィックス８             クリアプリフィックス８ 

 

        

セットサフィックス８－１            クリアサフィックス８－１ 

 

             

セットサフィックス８－２            クリアサフィックス８－２ 

 

              

セットＡＩコード９         クリアＡＩコード９ 

 

        

セットプリフィックス９       クリアプリフィックス９ 

 

        

セットサフィックス９－１            クリアサフィックス９－１ 

 

             

セットサフィックス９－２            クリアサフィックス９－２ 
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セットＡＩコード１０       クリアＡＩコード１０ 

 

        

セットプリフィックス１０             クリアプリフィックス１０ 

 

        

セットサフィックス１０－１           クリアサフィックス１０－１ 

 

             

セットサフィックス１０－２           クリアサフィックス１０－２ 

 

             

全ＡＩコードクリア        全クリア プリフィックス／サフィックス  
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●セパレートコード転送 

「許可」を設定すると、ＡＩコードが１）～６）に該当する場合、データ内（＋の位置）にセパレートコード（１キャ

ククター）を付加します。 

 セパレータコードを設定するには、「セパレートコード」をスキャンした後、付加したいキャラクタに対応する

数字 4 桁を「ASCII コード表」から選び、「数字バーコード」をスキャンしてください（例：CR →「1」「0」「1」

「3」）。 

 

 １）“４１２” ＝データ形式 “ｎ３＋ａｎ．．．．．９“ 

 ２）“８００３”＝データ形式 “ｎ１４＋ａｎ．．．．．１４“ 

 ３）“８００６”＝データ形式 “ｎ１４＋ｎ２＋ｎ２” 

 ４）“８１００”＝データ形式 “ｎ１＋ｎ５” 

 ５）“８１０１”＝データ形式 “ｎ１＋ｎ５＋ｎ４” 

 ６）“８１０２”＝データ形式 “ｎ１＋ｎ１” 

 

   ｎ：数字  （例 ｎ３：数字３桁） ， ａｎ：英数字（例 ａｎ．．．．．９：英数字最大９桁） 

 

         

     許可             *禁止 

 

 

セパレートコード 

 

●ＡＩ（アプリケーション識別子）削除 

 「許可」を設定すると、ＡＩコード自身を削除して転送します。 

         

     許可             *禁止 

 

 出力例 

         商品コード     販売期限 数量（可変） ロット番号 

011491234567890417030101301234101234567890123456     (網掛け部分は、ＡＩコード) 

  

149123456789043010112341234567890123456 
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●小数点 追加 

「許可」を設定すると、ＡＩコードが下記に該当する場合、小数点を追加して転送します。 

310x, 311x, 312x, 313x, 314x, 315x, 316x, 320x, 321x, 322x, 323x, 324x, 325x, 326x, 327x, 328x, 329x, 330x, 

331x, 332x, 333x, 334x, 335x, 336x, 337x, 340x, 341x, 342x, 343x, 344x, 345x, 346x, 347x, 348x, 349x, 350x, 

351x, 352x, 353x, 354x, 355x, 356x, 360x, 361x, 362x, 363x, 364x, 365x, 366x, 367x, 368x, 369x, 

 

            

     許可           *禁止 

 

 出力例 

         商品コード     販売期限 数量（可変） 重量 

0114912345678904170301013012343103123456     (網掛け部分は、ＡＩコード) 

  

0114912345678904170301013012343103123.456 

 

 

●日付データ編集 

「許可」を設定すると、ＡＩコードが１）～４）に該当し、年月日（ＹＹＭＭＤＤ）の日（ＤＤ）が“００”の場合、“００”

を削除してデータを転送します。 

 １）“１１” ：製造年月日 

 ２）“１３” ：包装年月日 

 ３）“１５” ：推奨／保証年月日 

 ４）“１７” ：販売期限年月日 

         

     許可             *禁止 

 

 出力例 

         商品コード     販売期限 数量（可変） ロット番号 

011491234567890417030100301234101234567890123456     (網掛け部分は、ＡＩコード) 

  

0114912345678904170301301234101234567890123456 
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●データ編集１ 

 「許可」を設定すると、１０種類のＡＩコードに各々転送する順番を設定します。 

 「ｘ番目セット」のバーコードをスキャンした後、該当のＡＩコードを「数字バーコード」からスキャンしてくださ

い。 

指定したいＡＩコードが４桁未満の場合は、「０」をスキャンして４桁を設定してください。 

尚、順番を設定したＡＩコードのみを転送します。 

 

 出力例 

         商品コード     販売期限 数量（可変） ロット番号 

011491234567890417030101301234101234567890123456     (網掛け部分は、ＡＩコード) 

  

101234567890123456170301013012340114912345678904 

 

         

     許可              *禁止 

 

              

    １番目セット           １番目クリア 

 

              

    ２番目セット           ２番目クリア 

 

              

    ３番目セット           ３番目クリア 

 

              

    ４番目セット           ４番目クリア 

 

              

    ５番目セット           ５番目クリア 

 

              

    ６番目セット          ６番目クリア 
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    ７番目セット           ７番目クリア 

 

             

    ８番目セット           ８番目クリア 

 

             

    ９番目セット          ９番目クリア 

 

             

 １０番目セット          １０番目クリア 

 

 

 

全順番クリア 

 

●（）転送 

 「許可」を設定すると、ＡＩコードに“（）”を付加してデータを転送します。 

 

出力例 

         商品コード    数量（可変） 

0114912345678904301234         (網掛け部分は、ＡＩコード) 

  ↓ 

(01)14912345678904(30)1234 

 

         

     許可             *禁止 
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●ＦＮ１転送（ＲＳ２３２Ｃ，ＫＢ Ｉ／Ｆ，ＵＳＢ共通） 

「禁止」を設定すると、ＦＮ１キャラクタを削除してデータを転送します。 

         

*許可         禁止 

 

●ＦＮ１置換（ＲＳ２３２Ｃ） 

ＦＮ１キャラクタを「ＦＮ１置換値（ＲＳ２３２Ｃ）」で設定した値に置換します。 

「ＦＮ１置換値（ＲＳ２３２Ｃ）」のバーコードをスキャンした後、置換したい値（数字４桁）を「ＡＳＣＩＩテーブル」か

ら選び「数字バーコード」でスキャンしてください。（例：Enter →「7」「0」「1」「3」）。 

本機能を有効にするには、「ＦＮ１転送（ＲＳ２３２Ｃ，ＫＢ Ｉ／Ｆ，ＵＳＢ共通）」を「許可」にしてください。 

 

ＦＮ１置換値（ＲＳ２３２Ｃ） 

 

●ＦＮ１変換（ＫＢ Ｉ／Ｆ） 

「許可」を設定すると、「ＦＮ１置換値（ＫＢ Ｉ／Ｆ，ＵＳＢ用）」で設定した値を有効にします。 

「許可」のバーコードをスキャンした後、「ＦＮ１置換（ＫＢ Ｉ／Ｆ，ＵＳＢ）」を設定してください。 

       

許可          *禁止 

 

●ＦＮ１変換（ＵＳＢ） 

「許可」を設定すると、「ＦＮ１置換値（ＫＢ Ｉ／Ｆ，ＵＳＢ用）」で設定した値を有効にします。 

「許可」のバーコードをスキャンした後、「ＦＮ１置換（ＫＢ Ｉ／Ｆ，ＵＳＢ）」を設定してください。 

       

  許可          *禁止 

 

●ＦＮ１置換（ＫＢ Ｉ／Ｆ，ＵＳＢ） 

ＦＮ１キャラクタを「ＦＮ１置換値（ＫＢ Ｉ／Ｆ，ＵＳＢ）」で設定した値に置換します。 

「ＦＮ１置換値」のバーコードをスキャンした後、置換したい値（数字４桁）を「ＡＳＣＩＩテーブル」から選び「数字

バーコード」でスキャンしてください。（例：Enter →「7」「0」「1」「3」）。 

本機能を有効にするには、「ＦＮ１転送（ＫＢ Ｉ／Ｆ，ＵＳＢ共通）」を「許可」にしてください。 

 

 

ＦＮ１置換値（ＫＢ Ｉ／Ｆ，ＵＳＢ） 
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●数字バーコード 

 

              

    ０            ５ 

 

 

 

              

    １            ６ 

 

 

 

              

    ２            ７ 

 

 

 

              

    ３            ８ 

 

 

 

              

    ４            ９ 
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●ＡＳＣＩＩテーブル 

         ＦｕｌＩ  ＡＳＣＩＩ Ｃｏｄｅ                           ＦｕｌＩ ＡＳＣＩＩ Ｃｏｄｅ 

ＡＳＣＩＩ  ＶＡＬＵＥ   ３９ＥｎｃｏｄｅＣｈａｒ．  ＡＳＣＩＩ  ＶＡＬＵＥ    ３９ＥｎｃｏｄｅＣｈａｒ． 

Ｎｕｌ   １０００  ％Ｕ   ＳＰ   １０３２   ＳＰ 

ＳＯＨ   １００１  ＄Ａ   ！   １０３３   ／Ａ 

ＳＴＸ   １００２  ＄Ｂ   “   １０３４   ／Ｂ 

ＥＴＸ   １００３  ＄Ｃ   ＃   １０３５   ／Ｃ 

ＥＯＴ   １００４  ＄Ｄ   ＄   １０３６   ／Ｄ 

ＥＮＱ   １００５  ＄Ｅ   ％   １０３７   ／Ｅ 

ＡＣＫ   １００６  ＄Ｆ    ＆   １０３８   ／Ｆ 

ＢＥＬＬ   １００７  ＄Ｇ   ‘   １０３９   ／Ｇ 

ＢＡＣＫ ＳＰＡＣＥ  １００８  ＄Ｈ   （   １０４０   ／Ｈ 

ＨＯＲＩＺ ＴＡＢ  １００９  ＄Ｉ   ）   １０４１   ／Ｉ 

ＬＦ／ＮＥＷ ＬＩＮＥ    １０１０  ＄Ｊ   ＊   １０４２   ／Ｊ 

ＶＴ   １０１１  ＄Ｋ   ＋   １０４３   ／Ｋ 

ＦＦ   １０１２  ＄Ｌ   ，   １０４４   ／Ｌ 

ＣＲ／ＥＮＴＥＲ  １０１３  ＄Ｍ   －   １０４５   － 

ＳＯ   １０１４  ＄Ｎ   ．   １０４６   ． 

ＳＩ   １０１５  ＄Ｏ   ／   １０４７   ／ 

ＤＬＥ   １０１６  ＄Ｐ   ０   １０４８   ０ 

ＤＣ１   １０１７  ＄Ｑ   １   １０４９   １ 

ＤＣ２   １０１８  ＄Ｒ   ２   １０５０   ２ 

ＤＣ３   １０１９  ＄Ｓ   ３   １０５１   ３ 

ＤＣ４   １０２０  ＄Ｔ   ４   １０５２   ４ 

ＮＡＫ   １０２１  ＄Ｕ   ５   １０５３   ５ 

ＳＹＮ   １０２２  ＄Ｖ   ６   １０５４   ６ 

ＥＴＢ   １０２３  ＄Ｗ   ７   １０５５   ７ 

ＣＡＮ   １０２４  ＄Ｘ   ８   １０５６   ８ 

ＥＭ   １０２５  ＄Ｙ   ９   １０５７   ９ 

ＳＵＢ   １０２６  ＄Ｚ   ：   １０５８   ／Ｚ 

ＥＳＣ   １０２７  ％Ａ   ；   １０５９   ％Ｆ 

ＦＳ   １０２８  ％Ｂ   ＜   １０６０   ％Ｇ 

ＧＳ   １０２９  ％Ｃ   ＝   １０６１   ％Ｈ 

ＲＳ   １０３０  ％Ｄ   ＞   １０６２   ％Ｉ 

ＵＳ   １０３１  ％Ｅ   ？   １０６３   ％Ｊ 
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          ＦｕｌＩ  ＡＳＣＩＩ Ｃｏｄｅ                          ＦｕｌＩ ＡＳＣＩＩ Ｃｏｄｅ 

ＡＳＣＩＩ  ＶＡＬＵＥ   ３９ＥｎｃｏｄｅＣｈａｒ．  ＡＳＣＩＩ  ＶＡＬＵＥ    ３９ＥｎｃｏｄｅＣｈａｒ． 

＠   １０６４   ％Ｖ    ‘   １０９６   ％Ｗ 

Ａ   １０６５   Ａ    ａ   １０９７   ＋Ａ 

Ｂ   １０６６   Ｂ    ｂ   １０９８   ＋Ｂ 

Ｃ   １０６７   Ｃ    ｃ   １０９９   ＋Ｃ 

Ｄ   １０６８   Ｄ    ｄ   １１００   ＋Ｄ 

Ｅ   １０６９   Ｅ    ｅ   １１０１   ＋Ｅ 

Ｆ   １０７０   Ｆ    ｆ   １１０２   ＋Ｆ 

Ｇ   １０７１   Ｇ    ｇ   １１０３   ＋Ｇ 

Ｈ   １０７２   Ｈ    ｈ   １１０４   ＋Ｈ 

Ｉ   １０７３   Ｉ    ｉ   １１０５   ＋Ｉ 

Ｊ   １０７４   Ｊ    ｊ   １１０６   ＋Ｊ 

Ｋ   １０７５   Ｋ    ｋ   １１０７   ＋Ｋ 

Ｌ   １０７６   Ｌ    ｌ   １１０８   ＋Ｌ 

Ｍ   １０７７   Ｍ    ｍ   １１０９   ＋Ｍ 

Ｎ   １０７８   Ｎ    ｎ   １１１０   ＋Ｎ 

Ｏ   １０７９   Ｏ    ｏ   １１１１   ＋Ｏ 

Ｐ   １０８０   Ｐ    ｐ   １１１２   ＋Ｐ 

Ｑ   １０８１   Ｑ    ｑ   １１１３   ＋Ｑ 

Ｒ   １０８２   Ｒ    ｒ   １１１４   ＋Ｒ 

Ｓ   １０８３   Ｓ    ｓ   １１１５   ＋Ｓ 

Ｔ   １０８４   Ｔ    ｔ   １１１６   ＋Ｔ 

Ｕ   １０８５   Ｕ    ｕ   １１１７   ＋Ｕ 

Ｖ   １０８６   Ｖ    ｖ   １１１８   ＋Ｖ 

Ｗ   １０８７   Ｗ    ｗ   １１１９   ＋Ｗ 

Ｘ   １０８８   Ｘ    ｘ   １１２０   ＋Ｘ 

Ｙ   １０８９   Ｙ    ｙ   １１２１   ＋Ｙ 

Ｚ   １０９０   Ｚ    ｚ   １１２２   ＋Ｚ 

［   １０９１   ％Ｋ    ｛   １１２３   ％Ｐ 

￥   １０９２   ％Ｌ    ｜   １１２４   ％Ｑ 

｝   １０９３   ％Ｍ    ］   １１２５   ％Ｒ 

＾   １０９４   ％Ｎ    ‾   １１２６   ％Ｓ 

＿   １０９５   ％Ｏ    Ｕｎｄｅｆｉｎｅｄ        １１２７         ｄｅｆｉｎｅｄ 

         ＣＲ／ＬＦ  ７０１３ 
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●設定例：ＡＩ（アプリケーション識別子）コード別プリフィックス・サフィックス 
 

No. パラメータ項目 設定内容 
１ プリフィックス付きデータ転送フォーマット 許可 
２ サフィックス付きデータ転送フォーマット 許可 
３ セットＡＩコード１ ０００１ 
４ セットプリフィックス１ Ａ 
５ セットサフィックス１－１ Ｂ 
６ セットサフィックス１－２ “ＴＡＢ” 
７ セットＡＩコード２ ００３０ 
８ セットプリフィックス２ Ｃ 
９ セットサフィックス２－１ “ＥＮＴＥＲ” 

 
 出力： 

0114912345678904301234 

  ↓ 

  01A14912345678904B”TAB” 30C1234”ENTER”  
 
 設定： 
１）“プリフィックス付きデータ転送フォーマット”  「許可」 
２）“サフィックス付きデータ転送フォーマット”   「許可」 
３）「セットＡＩコード１」      → 「０」 → 「０」 → 「０」 → 「１」 
４）「セットプリフィックス１」   → 「１」 → 「０」 → 「６」 → 「５」 

５）「セットサフィックス１－１」 → 「１」 → 「０」 → 「６」 → 「６」 
６）「セットサフィックス１－２」 → 「７」 → 「０」 → 「０」 → 「９」 
７）「セットＡＩコード２」        → 「０」 → 「０」 → 「３」 → 「０」 
８）「セットプリフィックス２」    → 「１」 → 「０」 → 「６」 → 「７」 
９）「セットサフィックス２－１」  → 「７」 → 「０」 → 「１」 → 「３」 
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●設定例１ 
 

No. パラメータ項目 設定内容 
１ データ編集１ 許可 
２ １番目セット ００１０ 
３ ２番目セット ００１７ 
４ ３番目セット ００３０ 
５ ４番目セット ０００１ 

 
 出力： 

011491234567890417030101301234101234567890123456 

  

101234567890123456170301013012340114912345678904 

 

 設定： 
１）“プリフィックス付きデータ転送フォーマット”  「許可」 
２）「１番目セット」 → 「０」 → 「０」 → 「１」 → 「０」 
３）「２番目セット」 → 「０」 → 「０」 → 「１」 → 「７」 
４）「３番目セット」 → 「０」 → 「０」 → 「３」 → 「０」 
５）「４番目セット」 → 「０」 → 「０」 → 「０」 → 「１」 
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●設定例２ 
 

No. パラメータ項目 設定内容 
１ データ編集１ 許可 
２ １番目セット ００１０ 
３ ２番目セット ００１７ 
４ ３番目セット ００３０ 
５ ４番目セット ０００１ 
６ サフィックス付きデータ転送フォーマット 許可 
７ セットＡＩコード１ ００１０ 
８ セットサフィックス１－１ “ＴＡＢ” 
９ セットＡＩコード２ ００１７ 
１０ セットサフィックス２－１ “ＥＮＴＥＲ” 
１１ セットＡＩコード３ ００３０ 
１２ セットサフィックス３－１ “ＴＡＢ” 
１３ セットＡＩコード４ ０００１ 
１４ セットサフィックス４－１ “ＥＮＴＥＲ” 
１５ ＡＩ（アプリケーション識別子）削除 許可 
 出力： 

011491234567890417030101301234101234567890123456 

  

1234567890123456 "TAB" 030101 "ENTER" 1234 "TAB" 14912345678904 "ENTER" 

 

 設定： 
１）「１番目セット」 → 「０」 → 「０」 → 「１」 → 「０」 
２）「２番目セット」 → 「０」 → 「０」 → 「１」 → 「７」 
３）「３番目セット」 → 「０」 → 「０」 → 「３」 → 「０」 
４）「４番目セット」 → 「０」 → 「０」 → 「０」 → 「１」 
５）“サフィックス付きデータ転送フォーマット”   「許可」 
６）「セットＡＩコード１」   → 「０」 → 「０」 → 「１」 → 「０」 
７）「セットサフィックス１－１」  → 「７」 → 「０」 → 「０」 → 「９」 
８）「セットＡＩコード２」   → 「０」 → 「０」 → 「１」 → 「７」 
９）「セットサフィックス２－１」  → 「７」 → 「０」 → 「１」 → 「３」 
１０）「セットＡＩコード３」   → 「０」 → 「０」 → 「３」 → 「０」 
１１）「セットサフィックス３－１」 → 「７」 → 「０」 → 「０」 → 「９」 
１２）「セットＡＩコード４」   → 「０」 → 「０」 → 「０」 → 「１」 
１３）「セットサフィックス４－１」 → 「７」 → 「０」 → 「１」 → 「３」 
１４）“ＡＩ（アプリケーション識別子）削除”  「許可」 

 


